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         本研究では，非線形振動系に対し，パーティクルフィルタを用いた逐次

推定法を提案する．この手法により，非線形振動系の特性を特徴づける

バイスペクトルおよびトライスペクルなどの高次スペクトルと非線形パ

ラメータについて逐次的推定を行う．  
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１．  はじめに 

 

 非線形振動系を対象として、高次スペク

トルの逐次推定を行うことが主なねらいであ

る。今回の報告では、パーティクルフィルタ

を用いて、状態量および高次スペクトルの逐

次推定について報告を行う。時間経過に応じ

た高次スペクトルを観察することで、2 倍お

よび 3 倍の高調波、1/2 および 1/3 の分数次

成分の把握が可能であることを数値シミュ

レーションで示している。 

 

２．  高次スペクトル 

 

筆者らは、非線形振動系においてバイスペ

クトルおよびトライスペクトルなど高次スペ

クトル解析を用いた研究 1)に取り組んでいる。  

対称型非線形の特徴の一つである奇数次の高

調波振動などの特性を把握することができる。 

非線形系振動系にランダム入力を加えたと

き、応答の過程は非ガウス性を有する。従来

のパワースペクトル解析では把握ができない

高次統計量（ひずみ度、とがり度）などを考

慮した特性把握が必要である。また、周波数

軸領域で考慮する場合には、高次スペクトル

解析により非ガウス性、複数周波数成分間の

従属性を把握することができる。入力および

応答のスペクトルをそれぞれＸ（f）および

Ｙ（ｆ）としたときクロスバイスペクトルお

よびクロストライスペクトルを定義する。 
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